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広 報

３４８の新たな一歩
　3月13日、市内 3つの中学校で卒業式が行われま
した。今年の卒業生は、本宮第一中学校153人、本宮
第二中学校 95人、白沢中学校100人の合計348人。
　3年前の東日本大震災による影響で、小学校の卒業
式が中止になる学校が数多くあり、今回が初めての卒
業式だった生徒も多くいました。震災直後、不安を抱
えながら入学した皆さんは、立派に成長し、学びやを
巣立っていきました。

平成26年4月号の主な内容
●特集　震災から4年目の誓い
●相模女子大学冬期地域協働活動
●復興の集い2014

本宮市イメージキャラクター
まゆみちゃん

福
島

のへそのまち もとみ
や

白沢中学校。卒業生合唱

本宮第一中学校。卒業証書授与

本宮第二中学校。親への感謝を込めて花束贈呈



2広報もとみや 4 月号

過
去
最
大

３
２
０
億
円
の
予
算

【
特
集
】
震
災
か
ら
４
年
目
の
誓
い

「
福
島
の
へ
そ
の
ま
ち
も
と
み
や
」へ

復
興
実
感
！

　

震
災
か
ら
３
年
が
経
過

し
た
現
在
で
も
、
放
射
能

問
題
や
新
た
な
災
害
へ
の

備
え
な
ど
不
安
は
絶
え
ま

せ
ん
。

　

市
は
、
生
活
の
中
で
よ

り
い
っ
そ
う
復
興
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
、
① 

未
来

に
つ
な
が
る
「
震
災
・
災

害
か
ら
の
復
興
」、
② 

定

住
に
つ
な
が
る
「
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」、
③ 

安

心
に
つ
な
が
る
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

平
成
26
年
度
の
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

ログビレッジ

砂場（ありじごく）

沢登りクライム

雲の上のツリーハウス



3 広報もとみや 4 月号

外
あ
そ
び
の
楽
し
さ
を

取
り
戻
す

し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
「
記
念
樹
の

杜
」
に
、
現
在
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の
屋
外
あ

そ
び
場
を
年
度
内
早
期
完

成
を
目
指
し
整
備
し
て
い

ま
す
。

　

約
８
，
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地

に
は
、
砂
場
や
沢
登
り
ク

ラ
イ
ム
、
木
製
遊
具
な
ど

地
形
を
生
か
し
て
遊
具
を

多
く
配
置
し
ま
す
。
こ
の

屋
外
あ
そ
び
場
を
通
し
、

子
ど
も
た
ち
の
冒
険
心
を

助
長
し
、
自
然
の
中
で
遊

ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

作
り
、
原
発
事
故
後
、
外

あ
そ
び
が
制
限
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

ログクライム

スマイルキッズパーク
屋内あそび場

キッズパークと屋外遊び
場を結ぶトンネル

ぽんぽこ山



4広報もとみや 4 月号

高松山から望む安達太良山と街並み。
美しい本宮の原風景

加
速
さ
せ
る
除
染
へ
の
取
り
組
み

　
本
宮
に
住
む
す
べ
て
の
人

が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
復
興
を
加
速
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
除
染
を
は
じ

め
復
興
へ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

■
こ
れ
ま
で
の
除
染

　
震
災
後
よ
り
続
け
て
き
た
除

染
。
小
中
学
校
、
幼
稚
園
保
育

所
で
は
、
校
庭
表
土
や
プ
ー
ル

な
ど
、
す
べ
て
の
施
設
で
除
染

を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
通
学
路
や
側
溝
な
ど

の
除
染
は
、
行
政
区
や
町
内
会

の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
を
得

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

大
字
ご
と
に
除
染
を
進
め
て
い

る
住
宅
除
染
は
、
こ
れ
ま
で
に

和
田
・
長
屋
地
区
で
除
染
が
終

了
し
、
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
仮

置
き
場
へ
の
搬
入
も
終
了
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
高
木
地
区
・

仁
井
田
・
関
下
・
白
岩
・
稲
沢
・

松
沢
地
区
に
つ
い
て
、
除
染
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

１．  和田地区の住宅除染の様子。パ
ワーショベルでフレコンバッグ
に汚染土を詰める

２．  岩根みずきが丘住宅団地の通学
路の除染。除染には地域の皆さ
んのご協力が不可欠です

―
未
来
に
つ
な
が
る

　
　「
震
災
・
災
害
か
ら
の
復
興
」―

復
興

１

１

2



5 広報もとみや 4 月号

▲屋外プール完成予定図（平成2 6年度中完成予定） ▲1月に調印された復興公営住宅整備に関する協定書

高松山から望む安達太良山と街並み。
美しい本宮の原風景

復
興
公
営
住
宅
の
建
設
へ

子
ど
も
向
け
の
屋
外
プ
ー
ル
を

■
27
年
度
の
完
成
に
向
け

　

市
は
、
長
引
く
避
難
生
活
を

お
く
る
浪
江
町
な
ど
の
避
難
者
を

支
援
す
る
た
め
復
興
公
営
住
宅

を
建
設
し
ま
す
。

　

１
月
14
日
、
浪
江
町
と
本
宮

市
が
復
興
公
営
住
宅
整
備
の
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
、
今
後
は

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
整
備

を
進
め
ま
す
。

■
子
ど
も
の
体
力
向
上
に

　

本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校
敷
地
内

に
、
子
ど
も
屋
外
プ
ー
ル
を
設
置

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
小

学
校
区
全
て
に
屋
外
プ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
、
児
童
が
ど
の
地
域
で

も
太
陽
の
下
で
健
康
的
な
水
泳

が
行
え
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ー
ル
は
、
市
内
の
未
就

学
児
や
保
護
者
も
対
象
に
開
放

日
を
設
け
、
子
ど
も
の
体
力
向

上
や
健
康
増
進
の
た
め
に
活
用

し
ま
す
。

■
加
速
さ
せ
る
今
後
の
除
染

　

各
地
の
住
宅
除
染
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
上
図
の
通
り
で

す
。
現
在
未
実
施
な
の
は
、
本

宮
な
ど
５
地
区
。
今
年
度
に
は

残
る
全
地
区
の
発
注
を
し
、
除

染
作
業
に
入
り
ま
す
。

　

仮
置
き
場
に
つ
い
て
は
、
高

木
地
区
で
仮
置
き
場
の
造
成
を

進
め
て
お
り
、
関
下
地
区
は
造

成
が
完
成
し
て
準
備
が
整
い
次

第
、
搬
入
を
開
始
し
ま
す
。

　

仁
井
田
・
稲
沢
・
松
沢
・
岩

根
入
矢
沢
地
区
の
仮
置
き
場

は
、
造
成
に
む
け
設
計
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

除
染
作
業
を
加
速
し
、
少
し

で
も
早
く
復
興
を
と
げ
る
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

各地区の住宅除染進捗状況

除染作業終了地区
除染作業実施中地区
平成26年度実施地区

高木
除染作業中
仮置き場完成間近

和田
除染作業完了
仮置き場搬入完了

糠沢
平成26年度発注
仮置き場選定中

荒井
平成26年度発注
仮置き場選定中

本宮
平成26年度発注
仮置き場選定中

青田
平成26年度発注
仮置き場選定中

岩根
平成26年度発注
仮置き場設計準備中

仁井田
除染作業中
仮置き場設計中

関下
除染作業中
仮置き場完成

松沢
除染作業中
仮置き場設計中

稲沢
除染作業中
仮置場設計中白岩

除染作業中
仮置き場選定中

長屋
除染作業完了
仮置き場搬入完了



6広報もとみや 4 月号

▲４月オープンの「ソレイユ本宮」完成予想図

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が

重
要
な
要
素
の
一つ
で
す
。
市

は
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す

る
た
め
、
市
内
在
住
で
、
公
立

幼
稚
園
・
保
育
所
へ
通
う
お
子

さ
ん
を
持
つ
家
庭
に
保
育
料
の

助
成
を
し
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
通
う
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
に
は
、
所
得

税
非
課
税
世
帯
で
全
額
、
課

税
世
帯
に
は
月
５
，
０
０
０
円

の
助
成
を
し
ま
す
。
公
立
幼

稚
園
で
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
で
全
額
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
・
幼
稚
園

に
同
時
に
兄
・
姉
が
通
所
し
て

い
る
場
合
の
第
２
子
の
保
育
料

は
全
額
助
成
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
立
保
育
所
・
幼

稚
園
に
つ
い
て
も
公
立
の
基
準

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、ガ
ラ
ス
バ
ッ

ジ
や
甲
状
腺
検
査
、
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
検
査
を
継
続

し
、
子
育
て
へ
の
不
安
の
払
拭

を
目
指
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
中

の
親
子
が
遊
べ
る
広
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
「
さ
く
ら
ん

ぼ
ひ
ろ
ば
」
が
、
こ
れ
ま
で
の

白
沢
公
民
館
か
ら
４
月
オ
ー

プ
ン
予
定
の
ま
ち
ん
な
か
子
育

て
支
援
商
業
施
設
「
ソ
レ
イ
ユ

本
宮
」
２
階
に
移
動
し
ま
す
。

日
数
と
時
間
も
拡
大
し
、
毎

週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

４
日
間
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
者
さ
ん
同
士
の
情
報

交
換
の
機
会
の
ほ
か
、
子
育
て

に
つ
い
て
専
門
員
に
相
談
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ど
ば
た
会

　
☎
０
９
０

－

１
３
７
５

－

６
９
５
６

　

妊
娠
中
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
変
化
や
つ
わ
り
に
よ
る
歯

磨
き
不
足
が
原
因
で
、「
む
し

歯
」や「
歯
周
病
」に
な
り
や
す

い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
は
「
む
し
歯

菌
」の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま

す
。生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
の
口
に
は「
む
し
歯
菌
」は
存

在
し
ま
せ
ん
が
、
お
母
さ
ん
や

周
り
の
人
か
ら
唾
液
を
介
し
て

赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
し
ま
す
。 

　

市
は
、
妊
婦
の
歯
科
検
診

費
用
を
一
部
助
成
す
る
こ
と

で
、
歯
科
検
診
を
促
進
し
て
、

妊
婦
自
身
と
子
ど
も
の
歯
の

健
康
へ
つ
な
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
加
え
、
懇
談
会
を

立
ち
上
げ
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
本
宮
市
第
一
次

総
合
計
画
や
本
宮
市
国
土
利

用
計
画
に
基
づ
き
、
定
住
促

進
に
つ
な
が
る
住
宅
政
策
な

ど
を
は
じ
め
と
し
た
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

五百川幼保総合施設で行われている
未就学児のプレ幼稚園の様子

̶

定
住
に
つ
な
が
る

　「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」̶

定
住

子
育
て
へ
の
不
安
軽
減

２

■
保
育
料
の
全
額
・一部
助
成

■
子
育
て
の

　
つ
ど
い
の
広
場
」を
拡
大

■
妊
婦
の
歯
科
検
診

■
定
住
促
進
の
今
後



7 広報もとみや 4 月号

１．  消火器による初期消火訓
練

２．  飲料水確保のための「も
とみやの水」

３．糠沢地区の防災訓練
４．災害応援協定の締結

▲岩根小学校体育館の完成予想図

■
総
合
防
災
訓
練

　

昨
年
９
月
に
初
め
て
実
施

し
た
総
合
防
災
訓
練
。
今
年

も
昨
年
の
経
験
を
生
か
し
、

災
害
発
生
時
の
よ
り
素
早
い

体
制
づ
く
り
、
防
災
知
識
の

習
熟
の
た
め
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
災
害

時
に
自
分
や
家
族
の
身
を
守

る
た
め
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
自
主
防
災
体
制
の
整
備

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」と

い
う
言
葉
が
あ
る
通
り
、
災

害
時
の
迅
速
な
対
応
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
同
士
の
「
共

助
」が
必
要
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の

救
助
活
動
は
、
自
助
70
％
、

共
助
20
％
、
公
助
10
％
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
そ
う
し
た
自

主
防
災
体
制
へ
の
補
助
を
し

ま
す
。

■
学
校
の
耐
震
化
工
事
を

　

市
は
、
安
全
な
教
育
環
境

の
整
備
の
た
め
、「
学
校
施
設

等
耐
震
化
推
進
計
画
」
に
基

づ
い
て
、
小
中
学
校
な
ど
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
五
百
川
小
学

校
東
校
舎
と
本
宮
第
一
中
学

校
北
校
舎
の
耐
震
化
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
根
小
学
校
の
体

育
館
は
、
児
童
数
の
増
加
に

よ
る
必
要
面
積
の
確
保
、
耐

震
性
能
の
向
上
の
た
め
新
築

建
て
替
え
を
し
ま
す
。
体
育

館
は
、
平
成
27
年
２
月
完
成

予
定
で
す
。

年１ 回の移動消防学校の様子。地域の防災を
担う頼もしい新入団員の皆さん

各地区の住宅除染進捗状況
̶

安
心
に
つ
な
が
る

　「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」̶

防
災

地
震
に
備
え
た
耐
震
化

災
害
に
備
え
る

　
　
取
り
組
み

３

１

４

２

３



8広報もとみや 4 月号

▲JR本宮駅

▲昨年実施した懇談会の様子

地域懇談会を開催します
ご参加ください！

◆地域懇談会開催日程表　開会は午後7時～

その他始まる新年度事業
コンビニ収納が拡大に
　コンビニ収納・ゆうちょ銀行収納が４月から、これま
での７科目から16科目へ拡大します。

配食サービスエリア拡大
　65歳以上の１人暮らし高齢者への昼食の宅配サービ
スを、白沢地区にエリアを拡大して行います。
　今まで白沢地区は訪問看護員による調理援助で対応
していましたが、配食サービスも選択できるようになり
ます。

市役所に「ダイヤルイン（直通電話）」導入
　従来の代表電話と合わせて、ダイヤルインを導入する
ことでご希望の各課へ直接電話でき、より便利になります。

　新年度がスタートし、市民の皆さん
の意見を市政に反映させるため、次の
日程で地域懇談会を開催します。各地
区とも午後７時から開会します。
　なお、市長の公務日程により開催日
が変更となる場合がありますのでご承
知ください。
　開催日程については、防災行政無線
と市のホームページでもお知らせしま
す。

小中学校にエアコンを整備
　学習環境の向上と児童生徒の健康保持のため、市内全
10校にエアコンを設置します。26年度中を目標に、順次
各校への設置工事を進めます。

JR本宮駅に東西アクセス通路を整備
　以前からの課題であった、本宮駅周辺の東西アクセス
環境を向上させるための東西自由通路やアクセス道路の
整備をします。早期の完成に向け、今年度より本格的に
動き始めます。

開 催 日 時 対　象　地　区 会　　　場
3月27日（木） 荒井地区 荒井地区公民館
4月 2 日（水）岩根地区 岩根農業構造改善センター
4月 4 日（金）糠沢地区 白沢公民館糠沢分館
4月 7 日（月）稲沢地区 白沢公民館稲沢分館
4月 9 日（水）高木地区 高木地区公民館
4月10日（木）長屋地区 白沢公民館長屋分館
4月14日（月）青田地区 青田農業構造改善センター
4月16日（水）関下地区 下関下集会所
4月17日（木）本宮１区～５区・10区～14区 サンライズもとみや
4月18日（金）仁井田地区 仁井田地区公民館
4月21日（月）松沢地区 白沢公民館松沢分館
4月23日（水）和田地区 白沢公民館和田分館
4月25日（金）本宮６区～９区・９区東 北町コミュニティーセンター
4月28日（月）白岩地区 白沢公民館白岩分館

◆問い合わせ先　 秘書広報課広報広聴係
☎３３－１１１１（内線２２３）

4月

4月

今年度中

10月

今年度着手
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金額のみ

歳入
市税　36億9,400万円（11.5%）
国庫支出金　13億700万円（4.1%）
県支出金　204億8,900万円（63.8%）
地方交付税　37億3,200万円（11.6%）
繰入金・繰越金など　11億8,800万円（3.7%）
市債　9億4,900万円（3.0%）
地方譲与税など　7億2,800万円（2.3%）

県支出金
204億8,900万円

地方交付税
37億3,200万円

市税
36億9,400万円

国庫支出金
13億700万円
国庫支出金
13億700万円

繰入金・繰越金など
11億8,800万円
繰入金・繰越金など
11億8,800万円

市債
9億4,900万円
市債
9億4,900万円 地方譲与税など

7億2,800万円
地方譲与税など
7億2,800万円

衛生費
204億8,100万円（63.8%）

　民生費
36億3,000万円
（11.3%）

教育費
22億3,200万円
（7.0%）

消防費
4億9,200万円
（1.5%）

公債費
10億7,800万円
（3.4%）

総務費
13億6,000万円
（4.2%）

議会費
2億300万円
（0.6%）土木費

12億2,600万円
（3.8%）

農林水産業費
5億3,400万円
（1.7%）

その他
8,400万円
（0.3%）

商工費
7億6,700万円
（2.4%）

歳出
議会費　2億300万円（0.6%）
総務費　13億6,000万円（4.2%）
民生費　36億3,000万円（11.3%）
衛生費　204億8,100万円（63.8%）
労働費　1,400万円（0.1%）
農林水産業費　5億3,400万円（1.7%）
商工費　7億6,700万円（2.4%）
土木費　12億2,600万円（3.8%）
消防費　4億9,200万円（1.5%）
教育費　22億3,200万円（7.0%）
災害復旧費　－（0.0%）
公債費　10億7,800万円（3.4%）
諸支出金　－（0.0%）
予備費　7,000万円（0.2%）

（単位：万円）特別会計・企業会計➡➡➡

一般会計➡➡➡

一般会計➡➡➡

平成26年度

歳入歳出

歳入 住宅除染に194億円の予算を計上
　今年度の一般会計総額は、320億8,700万円で、合
併後過去最大の予算規模となりました。その多くは、
放射能汚染による住宅除染で、約194億円を予算に計
上しています。市は、今年度全地区の住宅除染を発
注し、早期完了に全力を投じます。
【歳入の主な増減】
■市税（市民、法人の皆さんから納めていただいた税金）
　前年度実績と景気回復を見込んで伸びを計上しました
■県支出金（県からの補助金）
　 除染のための交付金（除染対策事業交付金）194億982
万円を計上

■地方交付税
　 小中学校のエアコン整備の財源のため、震災復興特
別交付税が増えます

【歳出の主な増減】
■衛生費
　 住宅除染を重点的に進めるため194億の予算を計上
しています。財源については100％除染対策事業交
付金

■土木費
　 復興公営住宅の建設と白沢総合支所周辺の道路改
良工事、旧名郷橋撤去工事のため増額しています
■教育費
　小中学校にエアコンを整備するため増額しています
■災害復旧費
　 震災にかかる災害復旧が平成25年度ですべて完了
したため減になります。

歳出

予 算

◆問い合わせ先　 財政課財政係
☎33-1111(内線232)

会　　計　　名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増　　　減
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
工業用地造成事業特別会計
工業用地資産運用事業特別会計
阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会計

327,920
26,425
213,475
80,536
4,780
74,494
11,462
6,434

321,148
25,245
201,499
67,991
4,971
74,560
11,462
7,500

6,772
1,180
11,976
12,545
△ 191
△ 66

0
△ 1,066

合　　　計 745,526 714,376 31,150

会　　計　　名 本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 増　　　減
水道事業会計（水道事業費用） 96,255 83,487 △ 12,768

各地区の住宅除染進捗状況
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10広報もとみや 4 月号

■
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ

 

冬
の
17
日
間

　

２
月
24
日
か
ら
３
月
12
日

に
か
け
て
、
神
奈
川
県
相
模

原
市
の
相
模
女
子
大
学
の
学

生
総
勢
43
人
が
６
回
に
分
け

て
本
宮
市
を
訪
れ
、
農
業
体

験
や
小
学
校
で
の
英
語
教
室

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

第
１
弾
で
市
を
訪
れ
た
英

語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
学
生
５
人
は
、
市

内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
を

対
象
に
英
語
教
室
を
行
い
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
自
身
で

授
業
を
考
え
、
フ
ル
ー
ツ
バ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を

通
し
て
、
英
単
語
を
わ
か
り

や
す
く
子
ど
も
た
ち
に
教
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
楽
し
み

な
が
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

第
６
弾
で
訪
れ
た
学
生
の

う
ち
４
人
は
、
市
内
の
Ｆ
Ｍ

モ
ッ
ト
コ
ム
で
ラ
ジ
オ
生
出

演
を
し
た
り
、
実
際
に
30
分

番
組
の
制
作
を
企
画
し
収
録

ま
で
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

■
復
興
に
協
力
し
て

　
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　

３
月
９
日
に
行
わ
れ
た

「
復
興
の
集
い
」で
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
食
の
交
流
会
で
来
場
者

に
振
る
舞
う
、
特
産
品
を
食

材
に
し
た
料
理
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
地
元
産
品
や
交

流
の
あ
る
市
町
村
の
名
産
品

の
販
売
に
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
相
模
女
子

大
の
学
生
に
は
、
学
園
祭
で

本
宮
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
っ

た
り
、
浅
草
浅
草
寺
で
行
わ

れ
る
復
興
市
で
販
売
に
参
加

し
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、
本

宮
市
の
復
興
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。　

大学で募集を見て参加しました。みんな写真部の仲間で
す。１週間の活動はとても楽しく、野菜など普段食べ

ているものが作られる過程が勉強になりました。ごはんもと
てもおいしかったです。
　本宮は、人と人との距離が近くて、知らない人同士でも
すぐ仲良くできるところが素敵です。
　これから本宮の復興のためには、もっと本宮を知っても
らって、全国に発信していくことが必要だと思います。

相模女子大学
 （左から）
中　河　由　衣さん
小　山　あゆみさん
川　嶋　千賀子さん
松　岡　里　奈さん

相
模
女
子
大
学

２
週
間
に
わ
た
る
冬
期
地
域
協
働
活
動

1.復興の集いで調理を手伝った学
生の皆さん/2.FMモットコムに生
出演/3.フルーツバスケットで楽し
みながら英語指導/4.ハウスの草
むしりや野菜の収穫などの農業体
験

１2

4 3
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２
月
27
日
、
総
合
計
画
審
議
会
か
ら
市
へ
、
総

合
計
画
素
案
へ
の
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
総

合
計
画
は
、
市
の
総
合
的
な
運
営
指
針
と
な
る
計

画
で
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
見
直
し
が
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
取
っ
た
高
松
市
長
は
、

　
「
皆
さ
ん
で
考
え
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
尊
重
し
、

運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定

す
る
た
め
市
役
所
で
審
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
教
育
関
係
や
女
性
団
体
な
ど
各
分

野
か
ら
12
人
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
男
女
が
お
互
い
に
尊
重

し
合
え
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
素
案
を
審
議
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

市
の
水
道
事
業
が
昭
和
8
年
の
給
水
開
始
か
ら

創
設
80
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
２
月
28
日
、

ネ
ー
ブ
ル
シ
テ
ィ
も
と
み
や
a
u
b
e
で
創
設
80

周
年
の
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

旧
白
沢
村
の
水
道
事
業
も
平
成
５
年
の
給
水
開
始

か
ら
20
年
を
迎
え
ま
す
。

　

式
で
は
、
高
松
市
長
が
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
し
た
給
水
を
持
続
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

最
終
答
申
を
市
に
提
出

男
女
が
尊
重
し
合
え
る
社
会
づ
く
り
を

創
設
80
周
年
を
祝
う

▲ 答申を提出する渡辺啓子副会長

▲ 委嘱状を受け取る審議会の委員の皆さん

▲ 式には、水道工事指定店会や安積疏水土地改良区の皆さんなど水道関係者約
90人が出席しました

総
合
計
画
審
議
会

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
委
嘱

本
宮
の
水
道
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３
月
２
日
、
市
役
所
で
本
宮
市
消
防
団
の
車
両

交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
車
両
が
更
新
さ
れ
た
の
は
、
白
沢
第
１
分

団
の
ポ
ン
プ
車
と
本
宮
第
８
分
団
の
積
載
車
。
会

場
に
参
列
し
た
約
60
人
が
見
守
る
中
、
高
松
市
長

か
ら
国
分
団
長
へ
車
両
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
分
団
へ
車
両
が
配
備
さ
れ
、
団
長
か

ら
は「
地
元
の
火
災
に
対
応
す
る
た
め
こ
れ
か
ら
20

年
間
大
切
に
使
用
し
て
ほ
し
い
」と
訓
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
車
両
の
更
新
計
画
に
基
づ
い
て
計
画
的

に
消
防
車
両
を
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
２
日
、
し
ら
さ
わ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
消
防
団
員
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
南
消
防
署
の
二
階
堂
照

己
副
署
長
を
講
師
に
迎
え
、「
出
場
訓
練
と
本
宮
映

画
劇
場
に
係
る
警
防
計
画
に
つ
い
て
」と
題
し
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
２
３
０
人
の
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

今
年
で
築
１
０
０
年
を
迎
え
た
本
宮
映
画
劇
場
を

火
災
か
ら
守
る
計
画
と
、
実
際
の
火
災
現
場
で
の

知
識
や
注
意
点
に
つ
い
て
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

渡
辺
繁
夫
さ
ん（
糠
沢
字
礼
堂
）が
日
本
赤
十
字

社
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
と
し
て
、
昨
年
12
月

26
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

２
月
28
日
、
市
役
所
で
感
謝
状
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
本
宮
市
地
区
長
で
あ
る
高

松
市
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
積
極
的
な
地
域
活
動
が
認
め
ら

れ
昨
年
８
月
に
は
、
い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。

消
防
車
両
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

火
災
を
想
定
し
た
出
場
訓
練
を
学
ぶ

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
感
謝
状

▲ 白沢第１分団（上）と本宮第８分団（下）に交付された車両

▲ 木造建物火災の特長について学ぶ団員の皆さん

▲ 感謝状を伝達された渡辺さん（右）

白
沢
第
１
分
団
・
本
宮
第
８
分
団

消
防
団
団
員
研
修
会

渡
辺
繁
夫
さ
ん
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　福島県指導農業士を長年勤められた後藤勇
さん（青田字寄松）が平成25年度をもって退任
され、２月６日、福島市で開催された総会で
知事から感謝状を授与されました。
　後藤さんは、新規就農者や青年農業者に経
営や技術的な指導をしてきました。また、個
人としても、水稲や施設園芸を主に営農し、
会社を立ち上げ、加工・販売に取り組むなど、
農作物の６次化にも力を入れています。

　橋本清春さん（白岩字宮田）が３月９日に満
１００歳を迎え、自宅で１００歳賀寿の贈呈
式が行われました。
　橋本さんは、あいさつで「１００歳を迎えた
が、気持ちはまだ１００歳ではない」と話し、
元気な様子を見せました。
　橋本さんは、子６人、孫１９人、ひ孫３０人、
玄孫２人の家族がおり、大勢の家族に見守ら
れながらの式となりました。

「
平
成
26
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

日
々
、
温
か
さ
も
増
し
、
吹

く
風
も
柔
ら
か
く
、
春
の
気
配

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
９
日
に
、
昨
年

７
月
31
日
に
埼
玉
県
上
尾
市
と

本
宮
市
が
友
好
都
市
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
島

村
上
尾
市
長
を
は
じ
め
、
ご
来

賓
、
多
く
の
各
種
団
体
の
皆
さ

ん
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
み
ず
い

ろ
公
園
で
上
尾
市
の
木「
か
し
」

と
本
宮
市
の
木「
ま
ゆ
み
」の
記

念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
上
尾
市
と
市
民
の
皆
様
と
の

友
好
が
深
ま
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
９
日
と
11
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、「
復
興
の
集

い
２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

震
災
に
よ
り
尊
い
命
を
落
と

さ
れ
ま
し
た
多
く
の
犠
牲
者
の

皆
様
へ
の
追
悼
と
現
在
も
除
染

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
る
復
興

の
加
速
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
、
原
子
力
災
害
の
影
響
に
よ

る
風
評
被
害
の
払
拭
、
未
だ
に

多
く
の
方
々
が
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
現
実
な
ど
、
こ
の

事
実
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
の
な
か
で
、
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
日
の「
食
の
交
流
会
」・「
復

興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」、
11
日
の

「
復
興
式
典
」な
ど
を
メ
イ
ン
に

実
施
さ
れ
、
両
日
と
も
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
皆
様
と
と
も
に
本
市
の
復

興
に
向
け
た
思
い
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
の
本
宮
市

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を「
笑
顔
、
元
気
、

未
来
へ
、
復
興
実
感
、
福
島
の
へ

そ
の
ま
ち　

も
と
み
や
」と
し
て

予
算
を
編
成
し
、
３
月
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
慎
重
な
る
審

議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、

除
染
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、

平
成
25
年
度
は
補
正
予
算
で
対

応
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
当
初
予
算
か
ら
計
上
い
た
し

ま
し
た
結
果
、
一
般
会
計
で
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
70
％

増
の
３
２
０
億
８
，
７
０
０
万
円

と
過
去
最
大
の
予
算
と
な
っ
た

こ
と
で
す
。
今
後
も
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
は
進
学
に
就
職
に
と
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。
ま

た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
充

分
ご
留
意
の
う
え
、
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。 

（
３
月
19
日
執
筆
）

県指導農業士を退任　知事感謝状 100歳を祝いました

こんにちは市長です vol.20

本宮市長
高松義行

▲ 知事（左）から感謝状を受け取る後藤さん（右）

▲ ひ孫の清悟くん優菜ちゃんから花束をもらい満面の笑みの
橋本さん

後藤勇さん 橋本清春さん
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�

Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

　

２
月
28
日
、
白
沢
中
学
校
で
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ユ
メ
セ
ン
」が
行
わ
れ
、
夢

先
生
と
し
て
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
柴
田
亜
衣
さ
ん
が
２
年
１
組
の
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
26
人
は
前
半
、
体
育
館
で
体
を
動

か
し
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
協
力
し
あ
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
教
室
に
会
場
を
移
し
、柴
田
先
生
が
、

水
泳
を
始
め
て
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
取
る
ま
で
の

実
体
験
を
交
え
、
身
近
な
目
標
を
持
つ
こ
と
、

み
ん
な
と
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し

た
。

�

民
友
愛
の
事
業
団
奨
励
賞
を
受
賞

　

２
月
18
日
、
福
島
民
友
愛
の
事
業
団
の
助
成

金
・
奨
励
賞
贈
呈
式
が
福
島
市
で
行
わ
れ
、
本

宮
む
か
し
む
か
し
の
会
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
む
か
し
む
か
し
の
会
は
、
昔
話
語
り
や

民
話
の
カ
ル
タ
遊
び
を
通
し
て
本
宮
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
お
り
、「
も
と
み
や

か
る
た
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝

承
し
て
い
る
」
こ
と
が
認
め
ら
れ
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

会
長
の
伊
藤
豊
子
さ
ん
は
、「
か
る
た
を
通
し

て
人
の
輪
が
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

�

え
ぽ
か
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会
を
開
催

　

３
月
２
日
、
え
ぽ
か
で
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
お
茶
を
た
て
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
裏
千
家
淡
交
会
若
林
社
中
若

林
昌
子
先
生
を
は
じ
め
６
人
の
お
弟
子
さ
ん
で

す
。
お
点
前
の
披
露
や
お
茶
や
お
菓
子
の
お
も

て
な
し
を
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
約
１
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
、

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
和
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
お
茶
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

田
亜
衣
さ
ん
が
授
業

宮
む
か
し
む
か
し
の
会
に
奨
励
賞

子
そ
ろ
っ
て
お
茶
を
体
験

柴

本

親

▲�全員で手をつないでのだるまさんが転んだで、チームの
息をそろえることを学びました

▲�受賞を報告に訪れた伊藤豊子さん（左から2番目）と
国分岩子さん（中央）

▲�ひな人形の前で記念撮影をしました
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�

ス
ク
ー
ル
電
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催

　

３
月
６
日
、
和
田
小
学
校
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
P
o
i
n
t　

G
r
e
e
n
推
進
環
境
会
議
」

主
催
の
ス
ク
ー
ル
電
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
授
業

が
開
か
れ
ま
し
た
。
４
年
生
を
対
象
に
し
た
授

業
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
地
球

温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
解
説
し

た
後
、
み
ん
な
で
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
発
電
し

た
電
気
を
使
い
電
子
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、
楽
し

み
な
が
ら
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

�

上
尾
Ｌ
Ｃ
移
動
例
会
研
修
会
を
開
催

　

２
月
24
日
、
友
好
都
市
の
上
尾
市
か
ら
上
尾

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
23
人
が
、
移

動
例
会
の
た
め
本
宮
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

え
ぽ
か
を
会
場
に
開
か
れ
た
例
会
で
は
、

高
松
市
長
を
講
師
と
し
て
、
震
災
以
降
の
本

宮
の
取
り
組
み
、
現
況
に
つ
い
て
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
あ
ら
た
め
て
人
と

人
、
地
域
と
地
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

感
じ
さ
せ
る
会
で
し
た

�

本
宮
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

　

３
月
５
日
、
第
７
回
本
宮
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が

白
沢
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
外
か
ら
53
人

１
３
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
風
景
ふ
れ
あ
い
・
祭
り
・
安

達
太
良
ビ
ュ
ー
・
市
民
部
門
の
４
つ
の
部
門
に
つ
い
て
、
５
人
の

審
査
員
の
皆
さ
ん
が
、
投
票
制
で
入
選
作
品
を
審
査
し
て
い
ま
し

た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
穀
野
只
信
さ
ん（
本
宮
字
栄
田
）が
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
、
来
月
５
月
号
で
カ
ラ
ー
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ

に
助
け
合
え
る
関
係
を

作
１
３
４
点
が
出
そ
ろ
う

環

共

力

▲�井上孝司上尾ライオンズクラブ会長は「さまざまな場面で一緒に成長し
ていきたい」とあいさつ

▲�夢中になって太陽光パネルを作る児童たち

▲�大賞作品『秋色』

作品を選定する審査員の皆さん▶



のひひひひ ろろろろろ ばばばばここここここどどどどど もももも

本宮市の皆
さんを紹介するページ本本宮市の皆
さんを紹介するページ

みんなのひろば
今月の人

16広報もとみや 4 月号

　

２
０
１
２
年
は
、
私
に
と
っ

て
特
別
な
年
で
し
た
。
４
月
に

初
老
の
男
性
、
９
月
に
中
年
の

男
性
、
翌
年
３
月
に
は
20
代
の

女
性
か
ら
、「
本
宮
幼
稚
園
で
の

生
活
は
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う

同
じ
言
葉
を
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
を
２
０
１
３
年
の

入
園
式
の
時
に
話
し
た
ら
、
本

宮
市
の
教
育
部
長
さ
ん
も
、
本

宮
小
学
校
の
校
長
先
生
も
本
宮

幼
稚
園
の
修
了
生
で
、
校
長
先

生
に
い
た
っ
て
は
、「
自
分
が
楽

し
か
っ
た
の
で
、
園
児
の
皆
さ

ん
が
本
宮
幼
稚
園
で
楽
し
い
生

活
が
で
き
る
こ
と
は
、
私
が
保

証
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

楽になって、自由な時間がとれるよ
うになったら 1000cc のバイクを買っ
てツーリングをしたい。

過去？

私 の 随 想 録

　
「
い
つ
き
て
く
れ
ん
の
？
」

「
屋
根
の
シ
ー
ト
は
が
れ
て

ん
だ
。
今
晩
雨
が
ふ
り
そ

う
だ
」「
水
道
が
で
な
い
ん

だ
」「
ボ
イ
ラ
ー
が
と
ま
っ

ち
ゃ
っ
た
。
風
呂
に
入
れ
な

い
」「
サ
ッ
シ
ュ
が
閉
ま
ん
な

い
ん
だ
」「
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て

寒
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」

　

非
常
事
態
で
あ
る
。
屋

根
の
頂
上
で
、
崩
れ
た
瓦

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ

土
の
う
を
載
せ
る
。
一
日
に

４
、５
件
。
は
し
ご
を
上
っ

て
は
下
り
、下
り
て
は
上
り
、

雨
、
雪
を
し
の
ぐ
仮
の
養

生
を
す
る
。
瓦
や
さ
ん
が
来
て
く
れ
る

ま
で
の
応
急
処
置
だ
。
こ
の
作
業
の
毎

日
が
、
約
３
カ
月
も
続
い
た
。
社
内
の

大
工
職
人
を
は
じ
め
、
み
ん
な
で
こ
の

作
業
に
か
か
る
が
、
は
し
ご
と
屋
根
で

の
作
業
の
上
、
雪
、
雨
の
日
も
あ
り
困

難
を
極
め
た
。
み
ん
な
だ
ん
だ
ん
口
数

が
少
な
く
な
っ
て
く
る
。「
今
日
は
こ
こ

で
終
わ
り
だ
。
ま
た
明
日
に
し
よ
う
」そ

う
思
い
な
が
ら
土
の
う
を
屋
根
に
運
ぶ
。

は
し
ご
の
途
中
で
夕
闇
に
混
じ
り
電
話

の
音
。
ド
キ
ッ
と
し
な
が
ら
も
電
話
に

出
る
。「
今
日
来
て
く
れ
ん
だ
ば
い
」「
こ

こ
終
わ
っ
た
ら
行
き
ま
す
」
つ
い
答
え
て

し
ま
う
。
待
っ
て
る
人
も
皆
必
死
な
ん

だ
。非
常
事
態
な
ん
だ
。そ
う
思
っ
て
も
、

沈
み
ゆ
く
夕
日
に
思
考
の
焦
点
が
合
わ

な
い
。
そ
ん
な
事
で
そ
の
年
が
暮
れ
る

ま
で
、
応
急
処
置
、
仮
の
養
生
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
復
旧
、
復
興
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
貴
重
な
出
来
事
も

あ
っ
た
。「
う
ち
は
多
少
壊
れ
て
も
生
活

で
き
そ
う
だ
か
ら
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
を

先
に
い
か
せ
」「
体
こ
わ
さ
ね
え
よ
う
に

し
せ
よ
」
あ
り
が
た
い
の
が
こ
み
上
げ
て

き
て
返
事
の
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
放

射
能
の
心
配
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
現

場
か
ら
逃
げ
な
い
で
黙
々
と
全
う
し
て

く
れ
た
仲
間
た
ち
。
迫
り
く
る
放
射
能

を
度
外
視
し
て
屋
根
に
上
り
続
け
た
こ

と
を
誇
り
に
思
う
。

　

未
曾
有
の
出
来
事
か
ら
丸
３
年
。
今

は
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
平
和
で

あ
る
。
し
か
し
あ
の
時
の
不
安
、
不
自

由
を
乗
り
越
え
て
今
を
生
き
て
い
る
皆

の
強
さ
と
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
の
頼
も
し

さ
。
今
、輝
き
に
満
ち
て
思
い
出
さ
れ
る
。

い
ま
だ
に
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い
る

人
た
ち
も
い
る
。
簡
単
に
過
去
の
も
の

と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

来
月
は
、
小
松
中
さ
ん
（
長
屋
字
宮
山
）

の
予
定
で
す
。

幸田　一二

理事長　安井　潤
【園児数】３５人

（平成 26年 3月 1日現在）

さん
KAZUJI　KOUTA
（荒井字長山）

　

２
０
１
３
年
度
の
あ
る
日
、

お
迎
え
に
来
ら
れ
た
お
母
さ
ん

と
話
し
て
い
た
ら
、「
先
生
た
ち

も
楽
し
そ
う
に
保
育
し
て
い
ま

す
ね
」
と
い
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

３
〜
５
歳
児
は「
あ
そ
び
」が

大
切
で
す
。
こ
の
年
齢
で
は
、

決
し
て
勉
強
の
反
対
語
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
幼
児
た
ち
は
、
温

か
い
環
境
の
中
で
、
特
に
家
庭

の
中
で
、両
親
の
育
み
の
中
で
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で
、
脳
の

前
頭
葉
（
心
豊
か
な
人
間
に
育

つ
た
め
に
必
要
な
脳
）
が
育
つ

の
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
豊
に
育

て
ば
、「
い
じ
め
」な
ど
起
こ
る

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
日

本宮幼稚園

▲ 毎年恒例のクリスマスページェント（聖誕劇）



あの声は、私です…

秘 情報

あの声は、私です

秘

あの声は、 です…

情報情報情報情報情報

あの声ははははは、私です

秘

す…

情報情報情報報

活躍人訪問
Interview No.47

　　　

のひひ ろろ ばばここどど もも
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と
、
地
元
地
域
と
の
交
流
が
で
き

る
場
所
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

「
デ
イ
・
セ
ン
タ
ー
も
と
み
や
」を

法
人
化
し
で
き
た
の
が
、今
の「
社

会
福
祉
法
人　

銀
河
す
ば
る
」で

す
。

　

現
在
は
、
え
ぽ
か
、
ス
マ
イ
ル

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
内
に
手
つ
な
ぎ
カ

フ
ェ「
ま
ぁ
ぶ
る
」を
運
営
し
、
す

ば
る
や
ビ
ー
ボ
ー
の
利
用
者
が

作
っ
た
ク
ッ
キ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
の
製
品
を
販
売
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

■
会
長
の
思
い

　

親
の
会
自
体
は
、
す
ば
る
の
利

用
者
の
親
だ
け
で
な
く
本
宮
市
の

近
隣
に
住
む
方
な
ら
ど
な
た
で

も
、
入
る
事
が
で
き
ま
す
。
親
同

士
で
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な
る

の
で
、
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、「
ま
ぁ
ぶ
る
」で
働
い
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

墨
絵
と
書
道
が
趣
味
で
、
約
40

年
続
け
て
い
ま
す
。
今
で
は
自
分

で
子
ど
も
た
ち
に
書
道
を
教
え
て

い
ま
す
。

活動を続けていくことが大切だと話す安齊会長

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　水木ノア
◆本　名：非公開
◆出　身：福島市
◆趣　味： アルゼンチンタン

ゴ　UFO研究
◆担当番組： 水木ノアの興味SINSIN
　（毎月第１月曜日　午前１０時～）
　（再放送毎月第１火曜日　午後７時30分～）
◆ リスナーに一言：
いろんなジャンルの情報を発信します！

■ 

子
ど
も
た
ち
が
地
域
と
つ
な
が
れ
る

社
会
を

　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
親
が
集
ま
り
、

昭
和
62
年
に「
本
宮
町
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
」と
し
て
、
当
時
13
人
で
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
じ
境
遇
の
親
御
さ
ん
た
ち
の
情
報

交
換
や
運
営
す
る
資
金
集
め
の
た
め
に

廃
品
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
は
、
障
が
い
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
支
援
施
設
と
し
て
、
旧

五
百
川
小
学
校
跡
地
に「
デ
イ
・
セ
ン

タ
ー
も
と
み
や
」を
開
所
し
、
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
支
援

本
宮
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

 

会
長
　
安
齊　
　

勇 

さ
ん

本
中
の
幼
児
た
ち
が
、
心
豊
か

に
、
生
活
を
楽
し
む
事
が
で
き

れ
ば
、
誰
も「
い
じ
め
」に
つ
い

て
心
配
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

数
日
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
、
有
名
大
学
へ
の
難
関
入

試
に
合
格
し
た
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
幼
児
期
に
楽
し
く

遊
ん
だ
人
の
合
格
率
が
一
番

だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
。

▲園庭では絵具を使った雪遊び
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・社会保険の被保険者証
　（手続きされる方全員分）
・国民健康保険の被保険者証
　（手続きされる方全員分）
・高齢受給者証
　（70歳から74歳までの方）

届出に必要なもの
就
職
し
た
と
き
・
退
職
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
!!

　
国
民
健
康
保
険
と
同
様
、
就
職
や
退
職
・
転
職

さ
れ
た
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
は

国
民
健
康
保
険
と
同
じ
で
す
が
、
年
金
手
帳
を
ご

持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
国
民
年
金
の
記
録
に
つ
い

て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

と
年
金
を
あ
わ
せ
て
手
続
き
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
１
５
，
２
５
０

円
で
す
。

■
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
へ

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
以
上
の
学
生

の
方
は
、
国
民
年
金

保
険
料
の
支
払
が
猶

予
さ
れ
る｢

学
生
納
付

特
例
制
度｣

を
申
請
で

き
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
の
学
生
が

対
象
と
な
り
、
家
族

の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ
ん
。
猶
予
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
で
、
一
年
ご
と
に
申
請
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
以
前
に
学
生
納
付
特
例
申

請
を
さ
れ
た
方
で
、
年
金
事
務
所
で
、
卒
業
年
度

の
記
入
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
場
合
は
、
年
金

事
務
所
よ
り
封
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
封
書
の
中

に
返
信
用
の
は
が
き
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
金
事
務
所
に
返
信
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
は
、
市
役
所
で
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

◆
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
５
〜
１
２
７
）

　

白
沢
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課　

市
民
窓
口
係

　

☎
44

－

２
１
１
４（
直
通
）

■
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
・

共
済
組
合
な
ど
）に

加
入
し
た
と
き

　

現
在
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

■
職
場
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金

金
年
保
国

り
よ
だ

り
よ
だ

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

・  離職証明書または社会保険資格喪
失証明書（離職年月日、被保険者証
の記号・番号、被扶養者等の記載
のあるもの）
・  認め印と年金証書　　　　　　　
（年齢が60歳～ 64歳までの方で、厚
生年金等に20年以上、または40歳
以降に10年以上厚生年金等に加入
していた方）

・  学生証（コピー可）または在学
証明書（平成26年４月以降に
発行されたもの）
・印鑑

届出に必要なもの

申請に必要なもの
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地域包括支援センターだより

 相談は無料です　 　秘密は守ります　

◆問い合わせ先　高齢福祉課（えぽか内）地域包括支援センター　☎６３－２７８０

地域の高齢者の生活や健康、介護などを総合的に支援します

総合相談
　高齢者やその家族の方などの相談を

総合的に受け付け、介護
保険・福祉の制度と地域
の社会資源を利用して、
支援します。

介護予防
　要介護認定で、「要支援１」「要支援

２」と認定され
た方の予防介護
サービス利用の
支援を行ないま
す。

権利擁護
　高齢者への虐待の早期発見・防止・
対応など行います。
　また、高齢者の人権や
財産を守る権利擁護事業
の相談を行ないます。

包括的・継続的
　　　　　ケアマネジメント
　地域の介護支援専門員（ケアマネー
ジャー）と連携し、
相談・助言や研修
などを行うことで
支援します。

　

認
知
症
、
精
神
障
害
な
ど

で
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な

い
方
は
、
自
分
に
不
利
な
契

約
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
預
貯
金
な
ど
の
財

産
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
へ
の
入
所
契
約
、
家
賃

の
支
払
い
や
契
約
の
更
新
な

ど
の
手
続
き
を
自
分
で
行
う

の
が
難
し
い
場
合
も
出
て
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の

不
十
分
な
成
年
の
方
を
保
護

し
、支
援
す
る
仕
組
み
が「
成

年
後
見
制
度
」で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
法
定

後
見
制
度（
成
年
後
見
人
等

が
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
し

た
り
、
本
人
が
自
分
で
行
う

法
律
行
為
に
同
意
を
与
え
た

り
す
る
こ
と
で
、
本
人
を
保

護
･
支
援
す
る
）と
、
判
断

能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
備

え
て
自
ら
選
ん
だ
代
理
人
と

契
約
を
結
ん
で
お
く
任
意
後

見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
家
庭

裁
判
所
へ
申
立
て
が
必
要

で
、
申
立
て
が
で
き
る
の
は

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内

の
親
族
等
に
な
り
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ

れ
る
成
人
後
見
人
等
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
本
人
の
親
族
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、

最
近
は
親
族
が
48
・
5
％
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
や
社
会

福
祉
士
な
ど
第
三
者
へ
の
選

任
が
51
・
5
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

◆ 

主
な
相
談
窓
口

・
家
庭
裁
判
所

・
法
テ
ラ
ス　

二
本
松
出
張
所

☎
０
２
４

－

５
３
３

－

７
２
３
４

・
本
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
63

－

２
７
８
０

地域包括支援センターへご相談ください

相談窓口



◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来 39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎 500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎 500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

本宮は みんなが愛する 本の街

しらさわ夢図書館・中央公民館図書室 ご案内ご案内からの

新着本
イイイイ イイベベ イインン イイトト

キャラクター
モトム（本夢）くん

＊絵本・児童書・紙芝居 一般書・実用書＊＊

＊ 視聴覚資料（CD） ＊

＊
しらさわ夢図書館のおはなし会
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■妊婦さん・赤ちゃんおはなし会
と　き：４月25日（金）11:00 ～ 11:30
対　象： 妊婦さんとその家族、赤ちゃ

ん（０・１・２才くらいまで）
とその保護者

■英語のおはなし会
～子どもの読書週間特別おはなし会～
と　き：４月20日（日）11:00 ～ 11:30
対　象：幼児～小学生とその保護者

※ おはなし会などの内容については、
お問い合せください。

･としょかんのよる .......................ローレンツパウリ
･脳の冒 .............................................................酒井　邦嘉
･こころのふしぎなぜ？どうして？ ............大野　正人
･笑顔の花が咲く .........トレーシー　コーデュロイ
･ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか ........石井　光太
･自然がつくる色大図鑑 ......................福江　　純
･あそびの天才！図鑑 ..............................横山　洋子
･路上のストライカー
　 ...................................................マイケル　ウィリアムズ

･子育てハッピークラッシック..........................................
･ 吉田兄弟ベスト壱・弐 ..........................吉田　兄弟
･勉強の結果は『机に向かう前』に決まる
.................................................................................池田　　潤
･DEAR  SONGS －夢をつないで－ ....秋元　順子

･人とお金 ........................................................斎藤　一人
･人に強くなる極意 ...................................佐藤　　優
･勉強の結果は『机に向かう前』に決まる
　 ...........................................................................池田　　潤
･アベノミクスとＴＰＰが創る日本 ........浜田　宏一
･もっと！考える力を育てるお話３６６ ...ＰＨＰ研究所
･黒書院の六兵衛　上・下 ..................浅田　次郎
･ひと目でわかるお菓子の教科書きほん編 ....川上　文代
･村上海賊の娘　上・下 ......................和田　　竜
･モノも気持ちも溜め込まない！夫婦の断捨離
　 .................................................................やましたひでこ

･モーツアルト・アルバム ....トレーシー　辻井　伸行
･Ｉ ..............................................................いきものがかり
･ＮＨＫ英語であそぼ 2012 － 2013 ベスト
............................................................................................キッズ

デ
ッ
サ
ン
か
ら
学
ぶ
水
彩
画
教
室

 

〜
生
涯
学
習
講
座
〜
　

　

中
央
公
民
館
で
は
、
安
達
太
良
画
会
会
長

の
鈴
木
勉
先
生
を
迎
え
、
２
月
23
日
か
ら
３

回
コ
ー
ス
で
『
デ
ッ
サ
ン
か
ら
学
ぶ
水
彩
画

教
室
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は「
手
を
描
こ
う
」と
題
し
、
自
分

の
手
を
モ
デ
ル
に
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。
受
講
生
は
普
段
見
慣
れ
た
自
分
の

手
で
は
あ
り
ま
す
が
、
手
は
複
雑
で
豊
か
な

表
情
を
持
っ
た
素
材
の
た
め
、
意
外
と
難
し

く
四
苦
八
苦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
静
物
を
モ
デ
ル
に
、
思
い
思
い

の
構
図
で
デ
ッ
サ
ン
に
取
り
組
み
、
受
講
生

は
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
没
頭
し
て

い
ま
し
た
。

　

３
回
目
は
前
回
デ
ッ
サ
ン
し
た
静
物
画
に

色
付
け
し
て
完
成
で
す
。
ど
の
作
品
も
個
性

豊
か
な
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
の
水
彩
画
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。

白
沢
ご
祝
儀
の
再
現

 

〜
し
ら
さ
わ
地
元
学
〜
　

　

２
月
23
日
、
昭
和
の
初
期
頃
の
結
婚
式
の

再
現
が
白
沢
公
民
館
や
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー

ル
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地

域
の
魅
力
を
次
の
世
代
へ
伝
え
る「
し
ら
さ
わ

地
元
学
」の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
映
像
と
し

て
記
録
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
婿
花
嫁
は
、
和
田
在
住
の
五
十
嵐
直
哉

さ
ん
・
梨
奈
さ
ん
夫
婦
が
演
じ
、
し
ら
さ
わ

地
元
学
推
進
委
員
や
文
化
財
講
座
生
が
、
仲

人
や
交
際
の
方
に
扮
し
ま
し
た
。
祝
謡（
し
ゅ

く
よ
う
）は
岡
部
カ
ノ
子
さ
ん（
糠
沢
）ら
が
披

露
し
、
浪
江
町
栗
木
平
応
急
仮
設
住
宅
の
皆

さ
ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
嫁
道
具
の
受
け
渡
し
を
行
う「
へ
っ
ち
ゃ

あ
わ
せ
」、「
三
三
九
度
」、「
ね
ば
し
餅
」な
ど
が

再
現
さ
れ
、
昔
懐
か
し
い
ご
祝
儀
の
様
子
を

思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
役
割
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

３
回
目
は
前
回
デ
ッ
サ
ン
し
た
静
物
画
に

色
付
け
し
て
完
成
で
す
。
ど
の
作
品
も
個
性

豊
か
な
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
の
水
彩
画
に

あ
わ
せ
」、「
三
三
九
度
」、「
ね
ば
し
餅
」な
ど
が

再
現
さ
れ
、
昔
懐
か
し
い
ご
祝
儀
の
様
子
を

思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
役
割
を
楽
し
ん
で
い▲ 三三九度の様子（上）と参加した皆さん（下） ▲  手のデッサン（上）と受講の様子（下）
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◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
中央公民館図書室
本宮字矢来 39－1 ☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎 500 ☎44－2350
しらさわ夢図書館
白岩字堤崎 500 ☎44－2112

学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場学び・文化・スポーツの広場
The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS
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水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
　

ミ
ナ
オ
オ
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３
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―

１
０
０
１

）

宮
本

市

崎
戸
字
木
高
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３
地
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㈲

業
工
設
光
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３
３

―

５
９
８
１

）

　

宮
本

市

番
２
市
孫
字
田
青

地
25　

　
㈱

設
山
小

備（
３
３

―

１
３
０
３

）

宮
本

宮
本
市

町
仲
字

39

地
番

　　
㈲

工
機
住
藤
須

業

４
３
（

―

）
８
２
５
５

宮
本

宮
本
市

字
小
幡
33

１
地
番

　
㈱

マ
カ
タ

ツ（
３
３

―

２
４
２
５

）

宮
本

宮
本
市

字
一

屋
ツ

12

７
地
番

㈲

水
和
野
浜

道（
３
３

―

８
８
７
２

）

宮
本

宮
本
市

田
塩
字

49

２
地
番

㈲

設
宮
本

備（
３
３

―

２
９
５
２

）

宮
本

宮
本
市

１
地
番
４
４
１
裡
町
南
字

（
４
４
―
４
５
４
２
）

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

！
㈲
三
和
設
備

㈱カミカワ服飾

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

　

福
島
県
観
光
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
委
員
会

で
は「
福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆ 

内
容　
ふ
く
し
ま
に
あ
ふ
れ
る
観
光
資
源

の
魅
力
と
、
全
国
各
地
か
ら
の
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
お
客
様
に
伝
え
る

た
め「
ふ
く
し
ま
に
来
て
よ
か
っ
た
」と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ふ
く
し

ま
を
作
り
上
げ
て
い
く
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象　
県
内
の
企
業
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、

　
　
　
　

学
校
、
個
人

◆
申
込
方
法　

　

・
登
録
申
込
書
を
記
入
の
う
え
提
出

　
　

 （
登
録
申
込
書
は
商
工
観
光
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊　

運
営
事
務
局

　

㈱
山
川
印
刷
所

　

・
☎
０
２
４

－

５
６
３-

６
９
０
１

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
２
４

－５
９
３

－５
５
０
２

　

・
Ｅ
メ
ー
ル

　
　

info@
fuku-om

otenashitai.jp

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://fuku-om
otenashitai.jp

　

商
工
観
光
課　

観
光
物
産
係

　

☎
33

－
１
１
１
１（
内
線
１
５
３
）

　

４
月
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）で
収
納
で
き
る
科

目
が
増
え
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
科
目

　

 

・
介
護
保
険
料　
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料　
・
住
宅
使
用
料　
・
住
宅
駐
車
場
使

用
料　
・
下
水
道
受
益
者
負
担
金　
・
保
育

所
保
育
料　
・
幼
稚
園
保
育
料　
・
幼
稚
園

預
か
り
保
育
料　
・
放
課
後
児
童
保
育
料

◆
使
用
で
き
な
い
納
付
書

　

・ 

バ
ー
コ
ー
ド
印
字
の
な
い
も
の（
印
字

が
あ
っ
て
も
読
み
取
り
で
き
な
い
も
の

は
不
可
）

　

・ 
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30
万
円

を
超
え
る
も
の（
金
額
の
訂
正
は
で
き

ま
せ
ん
）

　

・
納
付
書
の
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

　

※ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
、
納
期
限
が
過
ぎ

た
納
付
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

☎
33

－

１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
３
）

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を
持
つ
方
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
係
る
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障
が
い
を
持

つ
方
本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
で
す
。

◆
申
請
期
間　

　

４
月
17
日（
木
）か
ら
４
月
24
日（
木
）ま
で

◆
必
要
書
類　

　

①
軽
自
動
車
税
の
納
付
書　

②
印
鑑　

　

③ 

免
許
証　

④
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
33

－

１
１
１
１（
内
線
１
６
５
）

　

白
沢
総
合
支
所 

地
域
振
興
課 

税
務
係

　

☎
44

－

２
１
１
３（
直
通
）

　

平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
、
４
月
30
日（
水
）ま
で
に
納

税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
33

－

１
１
１
１（
内
線
１
６
５
）

申し込んだ方には、
登録証である
「おもてなし缶バッジ」
をさしあげます

　家畜伝染病予防法に基づき、毎年2月1日時
点の飼養頭羽数と飼養衛生管理状況について
県知事へ報告することとなっています。
◆対象家畜　牛、馬、豚、鶏など
 （愛玩で飼養されているものも含みます。）
◆提出期限　 ４月15日（火）

家きん類は６月15日（日）
◆提出先　 農政課 農政係☎33－1111（内線157）

白沢総合支所　産業建設課 農産係
　　　　　　　☎44－2115（直通）

◆問い合わせ先　 福島県県北家畜保健衛生所
☎０２４－５３１－１３０１

家畜・家きんを飼っている皆さんへ
定期報告書（平成26年分）を
　　　　　 提出してください

「
福
が
満
開
お
も
て
な
し
隊
」

　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

コ
ン
ビ
ニ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の

 

収
納
科
目
が
増
え
ま
す

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　
　
　
４
月
30
日
で
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

　
　
　
　
　
　
受
け
付
け
ま
す
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真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

本
宮
市
で
は
、
お
子
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
医
療
費
の
助
成
は
、
皆
さ
ん
の
税
金

か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
医
療
費

の
助
成
制
度
を
末
永
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

● 

で
き
る
だ
け
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

夜
間
や
休
日
は
、
数
少
な
い
医
師
で
救
急

の
患
者
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
急
を
要
し
な

い
と
き
、
夜
間
や
休
日
等
の
診
療
時
間
外
を

安
易
に
利
用
す
る
と
、
急
を
要
す
る
重
症
患

者
さ
ん
の
受
診
が
遅
れ
る
な
ど
、
重
大
な
事

態
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

●
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
薬
局
を

　
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
受
診
や
相
談
が
で

き
る「
か
か
り
つ
け
医
」「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

は
、
そ
れ
ま
で
の
病
歴（
薬
歴
）や
お
子
さ
ん

の
健
康
状
態
、
体
質
な
ど
を
把
握
し
て
い
ま

す
。

 

● 

治
療
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）は

新
薬
の
特
許
期
間
満
了
後
に
厚
生
労
働
省
の

許
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ
る
、
先
発

医
薬
品
と
主
成
分
・
効
能
が
同
一
の
低
価
格

な
医
薬
品
で
す
。

 

● 「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
」の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
が
、
本
宮
市

か
ら
転
出
し
た
場
合
な

ど
、
受
給
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
は
、
必
ず「
本
宮

市
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
証
」を
ご
返
却
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
福
祉
課

　

☎
33

－

１
１
１
１（
内
線
１
３
３・１
３
４
）

４月１６日（水）

　８：４０～　９：１０ 青田農構センター
　９：３０～　９：４５ 下樋梅原集会所
１０：００～１０：２５ 岩根農構センター
１０：４０～１０：５０ 下関下消防屯所
１１：０５～１１：４０ 荒井地区公民館

４月１７日（木）

　８：４５～　９：０５ 仁井田地区公民館
　９：２０～　９：３０ 防災センター (太郎丸)
　９：４０～　９：５０ 本宮１０区集会所
１０：１０～１０：３０ みどりの家（もとみや台）
１０：４５～１１：１０ 高木地区公民館
１１：２５～１２：００ 糠沢分館

４月１８日（金）

　８：４０～　９：００ 白岩分館
　９：１５～　９：３０ 松沢分館
　９：４５～１０：０５ 稲沢分館
１０：２０～１０：４０ 長屋分館
１０：５５～１１：１５ 和田分館

４月２０日（日）

　８：１０～　９：１０ 本宮市役所　　　　　　
　９：２５～　９：５５ 本宮市中央公民館
１０：１５～１０：３０ 老人憩いの家
１０：５０～１１：３０ 白沢総合支所

狂犬病予防注射を実施します
　犬を飼っている方は、犬の登録と年１回の狂犬
病予防注射（生後３カ月齢以上）が義務づけられ
ています。集合予防注射を次の日程で実施します
ので、都合の良い会場でお受けください。

◆料金　 注射代　　３，２００円
（注射料金 ２，６５０円　注射済票代 ５５０円）
※消費税改正により昨年度より100円増額となります。
新規登録　３，０００円

◆ 次の場合は予防注射を受ける前に、獣医師へ相
談してください。
　・犬が病気にかかっていると思われるとき
　・ 予防注射でショックなどの副作用を起こした
ことがある場合（発疹・じんましん・けいれん・
よだれなども含む）

　・妊娠初期または妊娠末期のとき
　・１カ月以内に他の予防注射を受けているとき
◆問い合わせ先
　生活環境課　環境係　　☎３３－１１１１
 （内線１１３）
　白沢総合支所 市民福祉課 生活安全係
 ☎４４－２１１４（直通）

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　
医
療
費
適
正
受
診
の
お
願
い
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ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設のなか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

杜の中の斎場 ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

５月５日（月）こどもの日

火の取扱い・後始末に注意し、
自然を楽しみましょう！

もとみやクリーンセンターへの個人搬入はできません。

◆問い合わせ先　子ども福祉課（家庭児童相談員）　☎３３－１１１１（内線１３５・１３６）

４月29日（火）昭和の日
５月３日（土）憲法記念日
５月６日（火）振替休日

　ゴミステーションへごみを出さないようご協力
ください。もとみやクリーンセンターへの個人搬
入もできません。
  ごみ処理手数料改定のお知らせ（4月1日から）  
消費税改定により次の手数料が変更となります。
・粗大ゴミ回収手数料　　1,300円→1,330円
・動物の死体処理手数料　  525円→　540円

◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合
　北消防署　☎２４－１５７３
　南消防署　☎３３－２８７５

◆ 問い合わせ先
もとみやクリーンセンター ☎３３－５４９９
生活環境課　環境係 ☎３３－１１１１
 （内線１１３）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活安全係
 ☎４４－２１１４（直通）

■春の花の押し花カード作り
　と　き：４月27日（日） 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 15:00
　講　師：  鈴木九良子先生
　内　容：  さくらや菜の花など春の花を使ってすて

きなカード作りを楽しみましょう。
※参加費は無料です。
◆問い合わせ先　えぽか☎６３－２７８０

イベント

ごみの収集を行います

児童虐待を防ぎましょう ～さしのべた その手がこどもの 命綱～

全国共通ダイヤル
０５７０－０６４－０００

（２４時間、児童相談所につながります）

　地域の方々のちょっとした「目くばり」「気くばり」で
子どもたちを虐待から救えます。「おやっ？」と気にな
ることがありましたら迷わず連絡してください。

山々の自然をお楽しみになる皆様へ

ごみの収集を休みます

2月10日～5月30日は
福島県山火事防止強化期間です。
　山火事（林野火災）は、火の手が上がると消火が困難なこと
が多く、被害が拡大してしまいます。特に春先に多く発生し、
原因としてはタバコの火の不始末があげられます。火災を未
然に防ぐため、次のことに注意してください。

・歩きタバコはしない。
・愛煙家はいつでも携帯灰皿を持ち歩く。
・車からタバコのポイ捨てはしない。

今月のボディリメイクスクール
　　と　き：  ４月９日（水）13：30 ～

４月19日（土）13：30 ～
　　ところ：えぽか　健康増進広場
　　もちもの：水分補給用の飲み物
申込は不要です。動きやすい服装でおいでください。
◆ 問い合わせ先
保健課（えぽか内）健康増進係
☎６３－２７８０
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国が設立した無料の法律相談窓口、それが法テラスです。

予約受付：平日9時～ 17時／ 相談時間：10時～ 16時

二本松市本町1-60-2
（駅から徒歩5分・図書館前）

0503381-3803
二本松

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

弁 護 士
弁 護 士
行 政 書 士
社 会 福 祉 士
社会保険労務士

弁 護 士
司 法 書 士

弁 護 士
税 理 士
建 築 士
土地家屋調査士

弁 護 士

漏水当番のお知らせ
月　日 水道工事指定店 電 話 番 号

4 月 5 日（土） ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
4 月 6 日（日） オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
4 月12日（土） ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
4 月13日（日） ㈱ 小 山 設 備 33-3031
4 月19日（土） ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
4 月20日（日） ㈲須藤住機工業 48-2357
4 月26日（土） ㈲ 三 和 設 備 44-4542
4 月27日（日） ㈲浜野和水道 33-2788
4 月29日（火） ㈲ 本 宮 設 備 33-2592
5 月 3日（土） オ オ ナ ミ ㈱ 33-1001・33-2412
5 月 4日（日） ㈲光設工業所 48-2413・33-1895
5 月 5日（月） ㈱ 小 山 設 備 33-3031
5 月 6日（火） ㈱ タ カ マ ツ 33-5242
5 月10日（土） ㈲須藤住機工業 48-2357
5 月11日（日） ㈲ 三 和 設 備 44-4542
※ 宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応となり
ます。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。
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彦

編
集
後
記

▲ 岩根幼稚園に送られたパン

▲ 右から高橋永社会奉仕副委員長、渡辺孝男
会長、糠澤知子社会奉仕副委員長

納期のお知らせ
軽 自 動 車 税 全期
上 下 水 道 使 用 料 2・3月分
集 落 排 水 使 用 料 2・3月分
住 宅 使 用 料 4月分
住宅駐車場使用料 4月分
保 育 所 保 育 料 4月分
幼 稚 園 保 育 料 4月分
幼稚園預かり保育料 4月分
放課後児童保育料 4月分

納期限
4月30日(水)

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

市のすがた

（　）は、対前月比
※ 集計方法の違いにより福島
県が公表する数値と異なる
ことがあります

平成26年３月1日現在

男 性 15,046人 (△17)
女 性 15,592人 (△16)
総人口 30,638人 (△33)
世帯数 9,740世帯   ( 3)

市営住宅の募集状況
※ただいま募集はしていません
◆問い合わせ先
　建設課建築係☎ ３３- １１１１( 内線１４５）

２月の交通事故発生状況
郡山北警察署
本宮分庁舎より
（　）は 1月か
らの累計

件 数 死 者 傷 者
本 年 10(21) 0(0) 14(28)
前 年 7(7) 0(0) 7(17)
増 減 3(4) 0(0) 7(11)

※ 口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、
残高の確認をお願いします。

「広報もとみや」有料広告募集中
◆ 掲載規格（Ａ4版5段組）
①1枠…各ページの下1段、②半枠…下1段2分の1
◆ 広告掲載料（1回あたり）
①1枠…20,000円、②半枠…10,000円
※ 12カ月連続掲載となった場合、12カ月目は無料で
掲載します。

◆ 問い合わせ先　秘書広報課　広報広聴係（内線223）

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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保健衛生だより保健衛生だより保健衛生だより

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）発行しております。】

問い合わせ先　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎ 63－2780

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院 
（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

診療時間 9:00～17:00（昼休み 12:00～14:00）※は、9:00～12:00

◎夜間（18：00～翌日8：00）　●休日＋夜間（8：00～翌日8：00）

4月の健診日程

日曜・祝日当番医

病院群輪番制日程表

休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受診されますようお願いします。
なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。【小児】は、小児科の当番医療機関

月 4月 5月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
曜　日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ●
枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎
二本松病院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

きぼうホットラインきぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

きぼうホットライン ☎０２４３－３４－５５６０
（相談して）        み よう     こ  こ  ろ まる 　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて

生活しています。ひとりで抱え込まずに相談して
みませんか。本人・家族どなたでも相談可能です。
　予約不要、秘密は厳守します。

４月６日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22−8800
本田レディスクリニック （二本松市本町） 22−0301
（医）渡辺クリニック （本宮市高木字高木）34−3311

５月３日（土）
（医）森小児科医院【小児】 （二本松市郭内） 22−3215
（医）辰星会枡記念病院 （二本松市住吉） 22−3100
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木字高木） 24−1028

４月13日（日）
（医）外科胃腸科肛門科原医院（二本松市若宮） 23−2111
野地眼科医院 （二本松市若宮） 23−0024
（医）坂本クリニック【小児】 （本宮市本宮字千代田）34−1188

５月４日（日）
渡辺医院【小児】 （二本松市正法寺町）62−3000
（医）成美会鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22−6877
（医）慈久会　谷病院 （本宮市本宮字南町裡）33−2721

４月20日（日）
しんいち内科 （二本松市油井） 24−8420
和田医院 （二本松市小浜） 55−2303
（医）上遠野内科医院【小児】 （本宮市本宮字荒町） 33−5866

５月５日（月）
かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22−8800
さくらクリニック （二本松市藤之前） 62−3931
（医）落合会　東北病院 （本宮市青田字花掛） 33−2588

４月27日（日）
佐久間内科小児科医院 （二本松市本町） 22−0570
（医）安斎内科胃腸科医院 （二本松市若宮） 22−3001
池田眼科医院 （本宮市本宮字仲町）34−4100

５月６日（火）
（医）慈水会みずのクリニック（二本松市根崎） 23−5158
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷） 24−1322
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木字高木） 34−6418

４月29日（火）
（医）博愛会東和クリニック【小児】（二本松市針道） 66−2122
みうら内科クリニック【小児】（二本松市羽石） 22−5512
吉田耳鼻咽喉科医院 （本宮市本宮字万世）34−1330

５月11日（日）
土川内科小児科【小児】 （二本松市槻木） 22−6688
ばばクリニック （二本松市油井） 24−7122
本宮市国保白岩診療所 （本宮市白岩字田中） 44−2008

種 類 対 象 月 日 受付時間 場 所
４ カ 月 児 健 康 診 査 平成25年12月1日～12月31日生まれ 4月17日(木) 13:00 ～ 13:30

えぽか
（本宮市民元気いき

いき応援ブラザ）
※本宮字千代田地内

10 カ 月 児 健 康 診 査 平成25年6月1日～6月30日生まれ 4月16日(水) 13:00 ～ 13:30
１歳６カ月児健康診査 平成24年9月1日～9月25日生まれ 4月23日(水) 13:00 ～ 13:30
３ 歳 児 健 康 診 査 平成22年12月1日～12月31日生まれ 4月24日(木) 13:00 ～ 13:30
親 と 子 の 健 康 相 談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 4月14日(月) 10:00 ～ 11:00
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の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
3
年
が
経
過
す
る
今
、

復
興
の
集
い
を
き
っ
か
け
に
、
復

興
が
実
感
で
き
る
新
た
な
年
に
な

る
よ
う
復
興
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

❶

❷

❸

❹

❺❻

❼❽❾

10

12 11

❶中島啓江さん復興祈念コンサート　❷へそのまち市町村の
キャラクターが集合　❸アッピーとまゆみちゃん。アッピー
からはホワイトデーのプレゼントが　❹ステージを楽しむ皆
さん　❺食の交流会を開催　❻地元の特産品を使った料理に
舌鼓　❼相模女子大学の学生が調理に協力してくれました　
❽賑わいを見せた特産品販売コーナー　❾交流市町村の特売
品も販売　10福本えみさんミニコンサート　11市内コーラス
グループの合唱　12市内小学生の復興の思い発表

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

本
宮
市

222
000
111111
444

復
興
の
集
い

広
報
も
と
み
や

毎
月
１
日
発
行

【
編

集
・

発
行

】
本

宮
市

　
市

長
公

室
　

秘
書

広
報

課
　

 ☎
0243－

33－
1111　

FA
X

 0243－
34－

3138
〒

969－
1192　

福
島

県
本

宮
市

本
宮

字
万

世
212番

地
http://w

w
w

.city.m
otom

iya.lg.jp
E-m

ail 　
info@

city.m
otom

iya.lg.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

簡
単
ア
ク
セ
ス

←
Q
R
コ
ー
ド


	87-01
	87-02
	87-03
	87-04
	87-05
	87-06
	87-07
	87-08
	87-09
	87-10
	87-11
	87-12
	87-13
	87-14
	87-15
	87-16
	87-17
	87-18
	87-19
	87-20
	87-21
	87-22
	87-23
	87-24
	87-25
	87-26

